
 

 

 

 

 

 

 

１ 県工同窓会・東京支部の変遷 

（１）東京支部の設立と歴史変遷 

県工の前身は、戦後の産業復興のための工業技術教育の場として１９４８年（昭和２３年）に県立信夫

高等学校が創設された。その後、１９５７年（昭和３２年）に県立工業高等学校へ改名された。県工同窓会

の東京支部は、１９５９年に井上幸夫氏が初代支部長として総会を開催し東京支部を設立したとされて

いる。当時の東京支部総会は、毎年度の定例開催ではなく時期を適宜選択して開催されたと考えられ

る。２０００年ごろからは、総会開催の付加価値として著名施設の見学会など総会イベントを加えること

によって、出席者が増加し盛況な総会が毎年度定例開催されるようになった。母校と東京支部の略歴

を下図に示した。また、東京支部の詳しい沿革を文末に添付した。東京支部には半世紀の歴史がある。  

 

 

 

 

 

 

 

県工同窓会の全会員数は現在約２４,０００名とされている。毎年卒業生が同窓会員に登録されるの

は約２５０名、このうち東京関東圏への進学・就職者は毎年約２０名とされている。東京支部の会員数は

2007 年までは約３００名が登録されていたが、２００８年に音信が確認される会員を有効会員とする

見直しを行い約１７０名に編成され現在に至っている。東京支部の総会への出席者は毎年約３０名。東

京支部の運営は役員１６名体制で実施されている。東京支部の現在の長谷川富士夫支部長は初代支部

長から数えて第１２代目の支部長である。 
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私が県工・同窓会東京支部の活動に参加し始めたのは、２００３年（平成１５年）の総会からであ

る。本稿は、この２０年間ほど東京支部に参加してきたことを振り返り、また、東京支部の歴史背景

などにも触れ、東京支部の同窓会活動をアイデンティティとして包括的にまとめたものである。  

 

 

1964 年までの県工の正門 （©県工 HP） 
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（２）東京支部創設の背景 

県工同窓会に東京支部が創設された背景は、県工 OB たちが故郷を離れ、東京圏で戦後の荒廃した

経済社会のなかを、わき目もふらず一心不乱に企業活動に専念し、経済社会の貧困から抜け出し始め、

少しずつ余裕ができた時期（１９６０年代）である。そこで、同郷・同窓の仲間の絆を呼び戻したい機運が

生まれたと推測される。そして、東京・関東圏の企業で活躍してきた県工 OB たちがその実績や信頼度

などから、母校卒業生の就職活動への支援の役割を果たしたい願望や母校発展のための貢献願望があ

ったと考えられる。また、県工母校が、県工同窓会の組織を日本の経済社会の中心である東京へ同窓会

支部を置くことに、ある種のステータスがあったものと考えられる。 

２ 東京支部のアイデンティティ 

東京支部の会員たちは、地元故郷を飛び出し、親元から遠く離れ、北は北海道、南は九州など全国か

ら日本の中心・首都圏に集まった群衆たちと互いに競争しながら東京関東圏の企業活動に専念した。戦

後の乏しい経済社会の中で、首都圏特有の苦難を克服しながら豊かさを求め切磋琢磨したことが労働

力となり、原動力になって高度経済成長を成し遂げた。その成果が日本の国民総生産（GNP）を世界の

トップレベルまで高めることが出来たのである。東京支部の会員たちは、このように世界有数の経済大

国を築きあげたことに直接的、間接的に貢献したことに自負心を持ち続けている。この高度経済社会の

達成によって、都市機能を拡大させ、情報化社会のテクノロジーを高度化し、デジタル化、AI（人工知

能）、モータリゼーションの進化【下図イメージ（©metroarchive）】など目まぐるしいスピードで進化脈動

している。東京支部の会員たちは、こうした高度に進化した都市機能の東京関東圏で安定した都市生活

を堪能している。 

 

 

 

 

 

 

3 東京支部の同窓会活動 

（１）東京支部の総会開催 

県工同窓会・東京支部は、２０００年ごろから総会・イベント・親睦会を年次開催し、活発な活動が展開

されるようになった。経済社会が安定し、生活に豊かさが実感できるようになり、インターネット、携帯

電話など情報化社会の展開が始まった時期である。総会のイベントにはフジテレビの見学から始まって、

JAL 整備工場、筑波 JAXA、NHK 放送博物館などを組み合わせた総会・親睦会は好評を得た。2010

年には同窓会の名称をより親しみを強調した愛称「県工東京倶楽部」を定めた。２０１１年は東日本大震

災のため総会を自粛したが毎年度開催してきた。 

 

 現代の進化した東京首都圏道路例 

昭和３５年頃の東京首都圏道路例 
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東京支部の総会は毎年、同窓会本部から来賓をお迎えし、３０名を越える出席者で開催を続けている。

２０１９年には、これまで続けてきたイベントの見学会の趣向を変え、県工 OB が国際的に活躍した講師

による講演会を開催、エベレスト登頂など究極の挑戦の様子を聴講した。総会の他に会員たちが互いに

親交を深める懇親の機会としてハイキングを開催したが役員のみの参加が多く会員の参加は少なかっ

た。２０２０年には新型コロナウイルス感染が世界的にまん延し、３年にわたって総会・親睦会の開催が

中止された。２０２３年にようやくコロナ禍が遠のいたので総会・親睦会・イベント計画を進められている

が、この３年間のブランクは、会員の参集趣向に少なからず影響が考えられる。 

 

 

 

 

 

 

（２）東京支部の運営と役員会 

東京支部の運営は、役員１６名で組織し、７～８名が中心になって年間スケジュールにより役員会を５

～６回開催している。役員会の主な議題は総会・イベント・懇親会の計画や準備の協議である。役員会の

際の交通費は半額を役員の負担とし、役員会の会食費は当然全額を役員負担である。東京支部の運営

資金は会員の年会費１,０００円、約９０名分と本部からの助成金１５万円により運用されている。支出の

多くは、総会・親睦会に係る費用である。総会・親睦会の際は当日出席者の会費３,０００円を徴収してい

る。年会費の１,０００円や総会・親睦会の会費３,０００円は２０年前から更新されておらず安価に設定さ

れており、類似分野との均衡を視野にリーズナブルな年会費などの検討が必要である。 

東京支部の総会・懇親会や多くの役員会も東京ガス四谷クラブにて開催してきた。東京ガス OBの安

斎秋雄幹事により便宜利用することが出来た。この施設は東京ガスの福利厚生施設で、宴会場、会議室

や娯楽室が完備されており、有効利用することが出来た。しかし、２０２２年に東京ガス四谷クラブが閉

鎖された。現在は都内の貸し会議室を利用して役員会を開催している。  

 

 

 

 

 

 

 P-３/8 

  

  

２０１８年度の東京支部総会 201６年度東京支部総会後の親睦会 

201７年総会案内の封書発送作業 201９年東京ガス四谷クラブでの東京支部役員会・懇親会 



（３）広報活動 

東京支部の広報活動は、ホームぺージ、会員メーリング、同窓会報への投稿がある。ホームページはイ

ンターネットが普及した直後から開設され、２０１２年には新たなデザインに刷新し、お知らせ、活動報告、

会員リポートなどの６ぺージで構成して発信している。このホームページには東京支部が活動してきた

多くの記録が集約されている。適宜更新して配信しているが、更新情報量が乏しく活性化が必要である。

東京支部のホームページアドレスは、https://kenko-tokyo.net/ 

会員メーリングは約６０名のアドレス登録者に対して適宜配信しているが配信頻度は少ない。同窓会

報への投稿は、東京便りと卒業生へのメッセージを毎年度掲載している。 

（４）東京支部会員の卒業学科分布と年齢分布 

東京支部会員の名簿登録者１７３名について卒業学科別に分類すると、機械科卒：５９名（３４.３％）、

電子科卒：３２名（１８．６％）、電気科と建築科卒：２７名（１５．７％）、工業化学科卒：２３名（１３．４％）、精

密機械科卒：４名（２．３％）、普通科卒：１名である。 

また一方、年齢別の分布では、６５歳以下：１３名（７．６％）、６６～７０歳：２６名（１５．１％）、７１～７５

歳：４０名（２３．２％）、７６～８０歳：４８名（２８．０％）、８１～８５歳：３５名（２０．５％）、８６～９０歳：１０名

（５．８％）である。６６歳から８２歳までの会員が多くを占め、その中心は７５歳代の団塊の世代が占めて

おり、８０歳代の戦後世代も健在である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）同窓会本部との連携 

母校や同窓会本部と東京支部との連携では、２００５年に県工がサッカー全国大会に出場した際、東

京支部が応援旗をもって応援を行った。また、２００７年と２０１０年に県工がバスケットボール全国大会

に出場した際にも応援に駆け付けた。２０１１年の東日本大震災の際には東京支部会員からの義援金と

同窓会本部の義援金と合わせて母校へ寄贈を行った。２０１７年には東京支部会員から絵画を母校へ寄

贈。本部の理事会、総会、卒業生の同窓会入会式には、東京支部から毎年出席している。県工創立記念

式典へも出席し、東京支部長歴任者が表彰を受けた。東京支部総会・親睦会には毎年度、同窓会名誉会

長（校長）、同窓会正副会長、同窓会事務局長など来賓としてお迎えし、母校の活動状況や東京支部情報

などの情報交流・意思疎通が行われている。同窓会本部から東京支部へは助成金が毎年度支給され、

東京支部の主要活動に運用されている。同窓会本部からの活動支援金要望（会報配布の際）に対する東

京支部会員からの支援金は、約２５％の会員が納入しているが協力度は少ない。また、東京支部から母

校の発展に対する貢献度も少なく、今後充実して行く必要がある。  
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4 東京支部の課題 

（１）会員の減少と増員活動 

東京支部の当初の会員名簿は、同窓会本部が発行している同窓会会員名簿の情報から編集して作成

されたものと推測される。２００７年までの会員数は３０４名が登録されていた。２００８年には音信が有

効な会員１８３名に更新登録し、その１０年後の２０１８年には１４８名に減少した。東京支部は会員の増員

対策が大きな課題となり、会員を増やす努力を役員会で様々な検討を重ねて実施してきた。総会案内

の際に手書きのメモで出席勧誘、クラス会の友人へ電話で呼びかけなど実施し、若干の増員を得たが、

顕著な増加は見られなかった。２０１９年には同窓会本部にお願いして、同窓会会報の配送に便乗して

東京圏の同窓生宛へ東京支部の総会案内を添付し配信された。その結果、約３０名から音信があり会員

登録を行った。この方法は会員登録増加に有効であったが、総会・親睦会への参加意思は希薄に見受け

られた。現在の会員数は１７３名である。 

（２）会員減少の要因 

会員減少の要因は、個人情報保護法（２００５年）制定により会員の住所や電話番号など個人情報がク

ローズされ、会員勧誘活動が制限された。また、高年齢者雇用安定法（２０１３年）により企業の定年延長

制が導入され、働き続けることにより、同窓会への趣向が希薄になっている。高齢化による退会会員の

増加。時代の流れとして戦後世代から団塊の世代への移行、情報化社会の SNS コミュニティやスポー

ツ・レジャーの多様化などで、集団で楽しむ趣向から、独自の価値観で自己中心に楽しむ趣向への大き

な潮流の変化があり、同窓会への趣向が希薄になっていると考えられる。 

（３）東京支部の「支会」の衰退 

東京支部の下部組織である「支会」は、企業内部や同級会などで構成され、東京支部にも１０数の「支

会」が組織された。その中で「しのぶ七夕会」は盛んな支会活動が行われた。この会は、首都圏に就職し

た３１年度機械科卒の２０名のメンバーが毎年７月に会うことを決め「しのぶ七夕会」と名付けて１９８７

年（昭和６２年）７月に発足した。発足後は本田技研の軽井沢別荘へ出かけてはゴルフやハイキングを楽

しむなど、都内での親睦会を続けた。約２５年間は盛んな活動を続けたが２０１３年にはメンバーが減少

して細々と数名の会となった。１０数年前に支会全体の活動状況を確認した結果、名ばかりの支会が散

見され、２支会（しのぶ七夕会、新日鉄支会）に減少した。支会を存続する「魅力」が欠乏しく、支会の空

洞化は東京支部の会員減少速度よりも顕著に進行している。ここにも、前述した会員減少要因である、

集団で楽しむ趣向から、自己中心に楽しむ趣向への大きな潮流が根底にあると考えられる。 
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「しのぶ七夕会」198７年に発足、約 25 年間盛んな支会活動を展開した。 



（４）会員増加への要因（ハーデング効果） 

同窓会は法人格のない人の集まりの任意団体である。同窓会を開設して運営を続けようとする動機

には、同窓会そのものが古来、長い歴史があって社会に広く定着しており社会通念として同窓生の絆、

居場所を構成することが慣例になっており、義務的・事務的に創設運営される。義務的な同窓会の運営

に加え、もう一つの運営要因として、人間が集まって行動する本能が強く作用している。その人間が集

まって行動する本能を心理学的には「ハーディング効果(Herding effect)」と言う。ハーディング効

果の要素としては、「魅力、絆、共通感、一体感、友だち感、助け合い、安心感、快さ、居心地の良さ」など

が作用して人間が集まって行動する。同窓会にもこのハーディング効果が作用しており、東京支部では、

青春時代に県工で3年間の学業を過ごしたことの共通感、一体感、絆などのハーディング効果が強く作

用している。更に、同窓会の義務的な要素も根強く、長年にわたって継続運営されている。  

（５）「魅力」ある同窓会に 

「魅力」があるところには自然に人々は集まる、磁石に引かれるように。同窓会にも磁石のような「魅

力」が大変重要である。一般的に、同窓会というキーワードに対しては「絆」、「共通感」の面では根強い

居心地を感じられるが、「魅力」の面では必ずしも十分ではないと考えられる。更に、前述したように集

団趣向から独自の価値観で自己中心趣向への大きな時代の潮流が影響しており、同窓会への趣向の希

薄化が感じられる。多くの社会的事象・現象からも理解されるように、時代の流れに適合せず「魅力な少

なく」、「物足りなさ」を感じるところには「空洞化」が生じて衰退化が生じることは明らかである。同窓

会の運営には新たな「魅力」を感じる運用が求められる。 

 

【あとがき】 

本稿を編集した目的は、県工同窓会・東京支部の会員の年齢構成が、既に戦後世代から団塊の世代

中心へ移行しており、東京支部の運営も団塊世代の役員が中心に運用されている。これら背景を踏まえ、

本稿が世代交代の引き継ぎ資料の一端になればとの思いから編集したものである。 

同窓会・東京支部は会員減少化への問題に直面している。解決策には多くの難問が潜んでいるので、

本稿では、問題の提起など増員要因キーワードを述べるにとどめ、その具体的な問題解決のための対

策については別の機会とする。 

 

 

【引用資料】：県工「同窓会報」第１４号、第１６号、第１９号、第３１号 

【以下添付】：■東京新宿写真 

        ■２０１９年度東京支部総会前の会員講演会「究極への挑戦」 

        ■２０１９年度東京支部総会出席者・集合写真 

        ■県工同窓会・東京支部・沿革 
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2019年度総会前の会員講演会「究極への挑戦」 

 

 

東京新宿 

2019年度総会出席者」 
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